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6 議 事 
（1） M-Ⅴロケット 7号機の打上げ準備状況について 

独立行政法人宇宙航空研究開発機構河内山理事よりM-
Ⅴロケット 7号機の打上げ準備状況について説明があった。 

（資料委 32-1参照） 

 
（2） マイクロラブサット１号機の成果について 

マイクロラブサット 1号機の成果について独立行政法人
宇宙航空研究開発機構総合技術研究本部渡辺篤太郎本部長

代理、宇宙実証研究共同センター橋本英一センター長より

報告があった。 
井口委員長より、今回の打上げの目的が 3つあげられて
いる中で、「JAXA若手職員の育成」を第一優先の目標に掲
げてはどうかとの発言があった。衛星にとって一番重要な

のは耐久性であり、宇宙実証で耐久性試験が行われるよう

にすべきとの発言があった。 
松尾委員より、小型実証衛星の開発を利用しての若手の

人材育成について、今後も検討を進めてほしいとの発言が

あった。 
（資料委 32-2参照） 

 
（3） その他 
① 宇宙開発の現状報告 

事務局より説明があった。 
（資料委 32-3-1参照） 

 
② 議事要旨 

第 31回宇宙開発委員会議事要旨（案）について、原
案どおり了承した。 

（資料委 32-3-2参照） 


